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S09b 活動銀河核で見られる強度変動のパワースペクトル解析
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活動銀河核 (AGN)は、短時間の強度変動を示す天体として知られている。例えばMCG–6-30-15はわずか１
時間程度でその強度が factor 2変化する。強度変動の時間スケールは放射体の大きさに制限を与えることから、
AGNにおいても強度変動は放射領域の推定に用いられてきた。特に、Ｘ線は AGNのエンジン（巨大ブラック
ホールと考えられている）の近傍から放射されるので、Ｘ線強度の変動はエンジンの性質（例：ブラックホール
質量）を特徴づけるのによく用いられる。

AGNの強度変動のパワースペクトル (P (f))は、周波数 (f)の巾関数として表される (P (f) ∝ f−α)。従来、こ
の P (f)は、観測データに対しフーリエ変換を施し、必要に応じて平均や分散を行ない求めてきた。しかし、この
方法で得られた Pobs(f)には、観測データの時間ビンニングや観測時間が有限であることなどの効果が入り、実際
のP (f)からずれてしまう。これらを考慮してPobs(f)から最もらしいP (f)を推定するのは、困難である。Uttley
ら (2002)は、ある P (f)を持つデータをシミュレーションで作成し、このデータを実際の観測データと同じよう
に処理し、Psim(f)を出し、これと Pobs(f)を比較することを提案している。本講演では、この方法をNGC6300
に適用するとともに、パワースペクトル解析法について検討する。


